
別記様式12号
新上五島警察署協議会第４回会議議事概要

日 時 令和３年10月29日（金）13時30分～15時45分

場 所 新上五島警察署講堂

１ 協議会

田島会長 中野委員 小原委員 水村委員

２ 警察署

出 席 者 山田署長 田口副署長 入江刑事生活安全課長

山口地域交通課長

３ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

副署長から、前回協議会の提出意見に対する推進状況について、

次のとおり説明があった。

(1) 「高齢者に対する防犯・交通安全に関する効果的な広報の推進」

について

ア 各自治体に対するミニ広報紙の回覧・配布・掲示を実施した。

イ 防災行政無線を利用して、署長が広報官となり、町民に対し

て交通事故被害防止に関する呼び掛けを実施した。

ウ 管内で死傷者を伴う交通事故が発生したことから「交通安全

会議の状況 通報」と題する広報紙を作成し、自治会を通じて各家庭への回

覧や掲示板への掲示を行い、タイムリーな広報を実施した。

エ 犯罪なく３ば運動推進モデル地区である青方地区において、

同地区郷長らと共同して、特殊詐欺被害防止キャンペーンを実

施した。

オ 上五島地区安全協会職員と共に、横断歩道以外の道路を横断

する者が多い地点において交通事故防止キャンペーンを実施し

た。

カ 新上五島町内の新型コロナウイルスワクチン接種会場に、上

五島高等学校書華道部と共同で作成した特殊詐欺被害防止ポス

ターを掲示した。

(2) 道路危険箇所点検の推進

令和３年７月から９月における業務重点推進結果「子供の命を

守る交通事故防止対策の推進」における説明と内容が重複するた

め割愛。

２ 令和３年７月から９月における業務重点推進結果について

地域交通課長、刑事生活安全課長及び副署長から、次のとおり説

明があった。

(1) 子供の命を守る交通事故防止対策の推進について

ア 道路環境の整備施策について



(ｱ) 通学路点検及び事故危険箇所対策を推進した。

(ｲ) 管内の交通安全施設の点検整備を推進した。

(ｳ) 上五島高等学校生が交通ハザードマップを作成した。

イ 運転者の安全運転意識向上施策について

長崎県トラック協会上五島支部支部長、新上五島町通学路安

全推進協議会会長が警察署長及び新上五島町教育委員会教育長

に対し「子供の安全を守る共同宣言」を実施した。

ウ 子供たちへの安全教育施策について

上荒川駐在所員が、同人が指導する剣道クラブ「上荒川雄剣

会」の小・中学生やその保護者らと、交通安全に関するディ

スカッションを実施した。

(2) 犯罪抑止対策の推進について

ア 関係機関との連携強化について

(ｱ) 犯罪なく３ば運動推進モデル地区との共同により、年金支

給日に合わせた防犯キャンペーンを実施した。

(ｲ) 北松浦郡小値賀町で実施された花火大会において、少年補

導員と合同で街頭補導を実施した。

(ｳ) 新上五島地区防犯協会連合会と合同で防犯ハンカチを作成

し、管内の小学校１・２年生へ配布した。

イ 各種会合の場における講話の実施について

(ｱ) 管内の小学校や幼稚園において、不審者侵入訓練及び防犯

講話を実施した。

(ｲ) 長崎県警察本部生活安全部少年課及び少年サポートセンタ

ーと協力して、管内の小・中・高等学校において防犯講話及

び教職員との意見交換を実施した。

ウ 広報啓発活動の推進について

(ｱ) BizFAX を利用して「生活安全ニュース」の配信を実施し
た。

(ｲ) 新上五島警察署公式 Twitterを利用して特殊詐欺関係情報の
配信を実施した。

(ｳ) 防災行政無線を利用して特殊詐欺被害防止に関する呼び掛

けを実施した。

(ｴ) 管内の保育園（歓喜園）の園児から祖父母に対して、「出か

けるときは鍵掛けて」というメッセージ入りの塗り絵を郵送

する『祖父母への手紙大作戦』と銘打った防犯施策を実施し

た。

(3) 災害に対する取組の推進について

ア 今夏の主な豪雨災害の発生状況

イ 災害への対応について

(ｱ) 新上五島町榎津郷における浸水現場において、被害確認や

避難誘導を実施した。

(ｲ) 新上五島町立串郷における石垣の崩落現場及び新上五島町

網上郷におけるのり面崩落現場において被害確認等を実施し

た。



ウ 関係機関との連携について

(ｱ) 小値賀町防災会議へ出席して、災害予防対策、災害応急対

策及び復旧復興計画についての検討を実施した。

(ｲ) 新上五島町避難行動要支援者避難支援関係者連絡会議へ出

席し、避難行動要支援者等に関する検討を実施した。

(ｳ) 今年度、長崎県上五島病院に設置された災害医療連携室と

の連携を申し入れた。

エ 各種広報啓発活動

(ｱ) 防災だよりを発行し、各地区や事業所へ配布するとともに、

各自治体における回覧を実施した。

(ｲ) 各自治体の代表者等から、各地区における危険箇所の聞き

取りを実施して、新たな災害危険箇所の把握に努めた。

(ｳ) 管内の高齢者施設に対する訪問活動を実施し、災害時の体

制や避難経路等の確認を実施するとともに、ぜい弱性の点検

を実施した。

３ 業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 年末期における各種犯罪抑止対策の強化

(2) 地域の安全確保に資する街頭活動の強化

４ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。

(1) 諮問テーマ

飲酒運転防止に効果的な方策について

(2) 協議会からの答申

ア 事業所との連携

(ｱ) 飲食店関係者との関係作り

(ｲ) 飲食店関係者から利用客への声掛けを促進する活動

(ｳ) 飲酒運転防止防止事業所の認証（ハンドルキーパー認証店

など）

イ 飲酒運転注意喚起・防止グッズの作成・配布（キーホルダー、

マスクなど）

ウ 自動車運転免許更新時等における体験型プログラムの導入（酒

酔いゴーグル体験など）

エ 飲酒運転防止に係る動画の制作

オ 防災行政無線を利用した呼び掛けの実施

高齢ドライバーのマナーアップ活動の推進について

提 出 意 見 新上五島警察署管内は高齢化が進んでおり、高齢者ドライバーに

よる危険運転や交通事故の増加が懸念されることから、高齢ドライ

バーの運転マナーを向上させる活動を推進してもらいたい。


